
　
村
民
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

○
昨
年
を
振
り
返
っ
て

　
平
成
二
十
五
年
は
、
春
先
の
冷
害
で
お
茶
に
大
き

な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
し
か
し
茶
農
家
の
方
々
の

大
変
な
ご
努
力
で
回
復
し
、
岐
阜
県
茶
品
評
会
で
農

林
大
臣
賞
を
始
め
上
位
三
位
ま
で
村
が
独
占
し
た
こ

と
は
、
品
評
会
始
ま
っ
て
以
来
の
快
挙
で
す
。
ま
た

そ
の
茶
摘
み
風
景
を
撮
影
し
た
田
口
芳
宏
さ
ん
（
中

谷
）
の
写
真
が
、
全
国
美
し
い
村
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
二
重
の
慶
事
で
し
た
。

　
村
の
四
大
イ
ベ
ン
ト
や
歌
舞
伎
公
演
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
の
イ
ベ
ン
ト
が
天
候
に
恵
ま
れ
大
成
功
を
収
め

た
こ
と
も
忘
れ
ら
れ
な
い
一
年
で
し
た
。

○
残
り
四
カ
月
を
全
力
で

　
十
二
月
の
議
会
定
例
会
に
お
い
て
今
期
限
り
で
村

長
を
退
任
す
る
事
を
表
明
し
ま
し
た
。
村
民
の
皆
様

に
は
八
年
間
に
わ
た
り
大
き
な
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
残
り
四
カ
月
を
悔
い
の
無
い
よ

う
に
務
め
、
新
村
長
に
バ
ト
ン
を
渡
し
ま
す
。
私
の

理
想
は
村
の
伝
統
と
文
化
を
守
り
、
何
時
ま
で
も
誇

り
高
く
美
し
い
村
を
残
し
て
い
く
こ
と
で
す
。
ま
た

村
内
産
品
や
施
設
を
利
用
す
る
こ
と
で
村
内
消
費
を

促
し
、
少
し
で
も
村
の
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
。
そ

し
て
自
分
た
ち
の
故
郷
を
末
永
く
持
続
可
能
な
村
と

し
て
、未
来
の
村
民
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
で
す
。

　
最
後
に
皆
様
の
平
成
二
十
六
年
の
ご
健
勝
、
ご
多

幸
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

村
長
室
か
ら
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○ 1 月 5 日の消防団出初式。（関連 5 ページ）
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を
出
し
合
う
こ
と
や
、
メ
デ
ィ
ア
を
使

っ
て
村
外
に
情
報
発
信
を
し
て
い
く
方

法
は
大
変
有
効
で
す
。以
前
小
学
生
が
、

特
産
品
の
ト
マ
ト
と
お
茶
の
妖
精
「
ト

マ
テ
ィ
ー
」
を
考
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
現
在
こ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
ス
ク
ー

ル
バ
ス
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
近
年
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
ブ
ー
ム
に
乗
っ

て
、
村
の
Ｐ
Ｒ
を
行
な
う
事
も
良
い
方

法
で
す
。

　
働
く
場
所
の
確
保
で
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
利
用
は
都
市
と
の
距
離
や
移

動
時
間
を
解
消
し
、
産
業
振
興
が
期
待

で
き
る
も
の
で
す
。
工
場
の
誘
致
は
交

通
の
便
等
の
立
地
条
件
か
ら
難
し
い
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
少
子
高
齢
化
が
進
む

本
村
に
介
護
施
設
が
必
要
と
な
っ
て
く

る
こ
と
も
考
慮
し
、
働
く
場
所
を
作
る

こ
と
は
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、

定
住
促
進
を
図
る
た
め
に
一
番
重
要
で

す
。

　
観
光
振
興
で
は
、
私
た
ち
に
は
「
見

慣
れ
た
」
景
観
や
文
化
で
も
都
市
部
の

人
々
に
は
魅
力
的
に
映
る
こ
と
が
あ
る

よ
う
で
す
。
農
山
漁
村
で
自
然
、文
化
、

人
と
の
交
流
を
楽
し
む
滞
在
型
の
旅
行

が
少
し
ず
つ
都
市
部
で
浸
透
し
て
い
る

よ
う
に
、
違
っ
た
目
線
で
村
を
見
直
す

事
で
新
し
い
発
見
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

交
通
通
信

　「
有
線
電
話
を
廃
止
し
、
白
川
町
と

同
じ
無
線
放
送
に
す
る
」
と
の
提
案
が

あ
り
ま
し
た
。
携
帯
電
話
の
普
及
な
ど

に
よ
り
有
線
電
話
の
利
用
価
値
は
下
が

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
五
次
総
合
計
画

の
中
で
大
規
模
災
害
時
や
停
電
の
時
有

効
と
な
る
告
知
放
送
と
合
わ
せ
て
早
期

に
検
討
さ
れ
る
課
題
で
す
。

生
活
環
境
（
次
ペ
ー
ジ
参
照
）

　
こ
の
分
野
に
対
す
る
皆
さ
ん
の
意
識

が
高
い
こ
と
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
ゴ
ミ

の
分
別
や
草
刈
作
業
な
ど
自
然
と
共
生

し
な
が
ら
よ
り
良
い
生
活
を
確
保
し
、

生
活
環
境
を
向
上
さ
せ
て
い
く
た
め
に

は
村
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
村
と
し
て
の
方
針
を
は
っ

き
り
さ
せ
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
必

要
が
あ
り
ま
す
。

安
全
確
保

　
近
年
記
録
的
な
集
中
豪
雨
に
よ
る
災

害
が
各
地
で
多
発
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
へ
の
対
応
が
急
務
な
こ
と
と
、
屋
外

ス
ピ
ー
カ
ー
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
交

通
通
信
で
あ
が
っ
て
い
る
告
知
放
送
シ

ス
テ
ム
も
考
慮
し
確
実
に
情
報
を
伝
え

る
た
め
の
検
討
が
必
要
で
す
。

産
業
活
力
（
観
光
交
流
を
含
む
）

　
一
番
多
く
の
提
案
が
あ
っ
た
の
が
こ

の
分
野
で
す
。
国
内
の
景
気
は
上
向
き

の
様
子
で
す
が
、
本
村
の
よ
う
な
過
疎

地
で
は
そ
の
恩
恵
を
受
け
て
い
る
実
感

は
、
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た

今
年
か
ら
消
費
税
が
増
税
さ
れ

る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
先
行
き

は
更
に
不
透
明
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
次
に
本
村
の
少
子
高
齢
化
は

深
刻
で
、農
林
業
だ
け
で
な
く
、

商
工
業
や
福
祉
な
ど
様
々
な
産

業
に
お
い
て
担
い
手
不
足
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
現
状

を
う
け
、
集
落
や
村
全
体
の
将

来
に
向
け
た
不
安
か
ら
多
く
の

提
案
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　
頂
い
た
意
見
の
一
部
は
表
の

と
お
り
で
、
農
林
業
振
興
に
つ

い
て
は
、
就
農
者
育
成
や
後
継

者
の
確
保
、
退
職
者
や
女
性
の

進
出
な
ど
に
よ
る
新
し
い
担
い

手
の
開
拓
に
よ
り
、
農
林
業
振

興
を
図
る
提
案
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
村
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
は
、
特

産
品
開
発
に
お
い
て
生
産
者
と

消
費
者
が
一
緒
に
ア
イ
デ
ィ
ア

担
い
手
の
育
成
・
福
祉
の
充
実

第
五
次
総
合
計
画
へ
の
提
案
・
提
言

第
五
次
総
合
計
画
を
作
る
た
め
に
行
っ

た
、
満
足
度
・
重
要
度
調
査
に
は
多
く
の

ご
意
見
、
提
案
、
提
言
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
今
月
は
こ
れ
ら
の
提
案
を
部
門
ご
と

に
ま
と
め
て
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

分野 内容

産
業
活
力
（
観
光
交
流
を
含
む
）

農
林
業
振
興

茶業農家、トマト農家への支援や後継者の育成が重要です。

（担い手農業者に）所得補償をして村全体の田畑を経営してもらう。

若者の起業を応援する。
森林保全の教室を開催し、村外山林所有者の退職者や中高年女性に森林作業に参加し
てもらう。

村
の
Ｐ
Ｒ

村民にアイデアを出してもらって東白川村の特産物を利用した独自の商品開発をす
る。
「つちのこ」以外の村の特産・名物を作る。

ユルキャラ、アニメキャラで PRする。

メディアを利用して、村全体で盛り上げることが必要です。

就
業
の
場
確
保

介護老人保健施設、特別老人養護施設を建設し、若い人達も働けるような近代的な働
き場所を作る。
古民家を事務所にして、IT企業を誘致する。

インターネットを利用して村外からの金が回るように勉強会などを開催すると良い。

若い人が働ける環境づくりが最優先です。

使っていない山・土地を整備して、工場などの働く場を増やす。

観
光

自然が豊かなだけでは強みにならないので、東白川ならではのものを作り上げて PR
する。

自然環境豊かな村をアピールするために、四季を通じて見所・名所となる場所を整備
して村外からの来訪者の増加を狙う。

小学生が考えたキャラクター
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も
あ
り
ま
す
が
、
将
来
を
見
据
え
て
検

討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

民
生
福
祉

　
子
育
て
へ
の
支
援
と
高
齢
者
福
祉
の

充
実
は
、
産
業
振
興
と
同
様
に
人
口
を

維
持
し
て
い
く
た
め
に
も
重
要
で
す
。

　
施
設
を
作
っ
て
高
齢
者
へ
の
課
題
が

解
消
す
る
か
は
解
り
ま
せ
ん
が
、
住
み

な
れ
た
村
で
余
生
を
過
ご
す
事
は
多
く

の
方
の
希
望
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
地
域
で
の
見
守
り
を
充
実
さ
せ
る
と

地
域
活
性
化

　
名
古
屋
商
科
大
学
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

跡
地
は
、
地
権
者
と
の
話
し
合
い
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
人
口
減
少
が
進
む
中

で
は
、
多
く
の
組
織
の
見
直
し
が
必
要

と
な
り
、
地
域
で
の
支
え
合
い
、
見
守

り
体
制
が
更
に
必
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。
空
き
家
対
策
は
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
メ
ン
バ
ー
が
主
と
な
っ
て
事
業

展
開
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

と
も
に
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る
体
制

づ
く
り
が
必
要
で
す
。

そ
の
他
の
提
言

○
人
口
を
増
や
す
事
よ
り
、
人
材
を
育

て
る
こ
と
の
方
が
大
切

○
人
口
減
少
は
し
ょ
う
が
な
い
の
で
、

今
村
内
に
住
む
人
に
金
を
使
う

○
Ｉ
・
Ｕ
タ
ー
ン
と
い
っ
て
も
、
高
齢

者
が
増
え
る
だ
け
で
は
意
味
が
無
い

○
行
政
と
い
え
ど
も
、
企
業
並
み
の
努

力
が
必
要

○
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
て
い
る

が
、
村
民
に
全
く
浸
透
し
て
い
な
い
の

で
、
村
全
体
で
盛
り
上
げ
て
い
く
機
運

を
高
め
る
。

○
む
ら
づ
く
り
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
募
集

し
、
採
用
し
た
方
に
賞
金
を
出
す

○
産
業
廃
棄
物
、
核
燃
料
な
ど
の
処
理

又
は
保
管
施
設
を
受
け
入
れ
、
国
か
ら

補
助
金
を
も
ら
う

　
こ
の
他
に
も
多
く
の
方
か
ら
ご
意
見

を
頂
き
ま
し
た
が
、
紙
面
の
都
合
で
全

て
を
紹
介
す
る
事
が
出
来
ま
せ
ん
で
し

た
。
ま
た
今
回
の
調
査
を
機
に
、
村
民

の
皆
さ
ん
が
村
の
将
来
に
対
し
て
真
剣

に
考
え
て
い
た
だ
い
た
事
は
住
み
よ
い

村
づ
く
り
の
第
一
歩
で
あ
り
大
変
心
強

い
こ
と
で
す
。

　
第
五
次
総
合
計
画
は
平
成
二
十
七
年

度
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
担
当
課
で
は
頂

い
た
提
案
や
ご
意
見
を
反
映
さ
せ
た
計

画
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
引
き

続
き
ご
意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
総
務
課
ま
と
め
）

保
健
医
療

　
満
足
度
・
重
要
度
調
査
の
結
果
か
ら

も
医
療
の
確
保
は
重
要
な
施
策
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
ま
す
。
医
療
体
制
の
維

持
は
非
常
に
困
難
な
状
況
で
、
ど
の
よ

う
に
医
療
確
保
を
行
っ
て
い
く
か
は
村

の
最
重
要
課
題
と
言
え
ま
す
。

教
育
振
興

　
高
校
生
支
援
と
し
て
寮
や
ア
パ
ー
ト

に
つ
い
て
は
運
営
方
法
や
資
金
面
、
一

ヶ
所
だ
け
で
良
い
の
か
と
い
っ
た
課
題

分野 内容

生
活
環
境

ゴミをあいうえお順で表示し、具体的な分別方法が書かれた冊子等があると便利です。

どの程度きれいにしたものを資源として出して良いのかが具体的にわかるように写真
付の説明書があると便利です。

外国人妻の皆さんは、不安等あると思うのでの交流の場を作り精神的にフォローする。

獣鳥魚など全生物が自然に生まれるような環境が大切です。

春夏秋冬のきれいな村を実現するために、川端などの下刈りの際にきれいな「かなぎ」
を残すよう手を入れる。

安
全
確
保

治山治水事業について、雨の降り方も昔とは違うので対策が必要です。

砂防の砂を除去するべきである。

災害等の緊急時に屋外にいる人に知らせるためのスピーカーを設置すると良い。

地
域
活
性
化

五加の大学跡地に 10階建てくらいの総合施設（老人住宅、病院、学校、保育園、役場、
郵便局、ｽｰﾊﾟｰ、弁当、白川茶屋）を作る。

自治会の活動などの公共的な活動に忙しすぎるので、すべきこと・したほうがいいこ
と・しなくてもいいことで、続けていけるように毎年見直しをする。

冠婚葬祭での適度なお付き合いが、支え合いを生みよりよい村になる。

空き家を定住促進や環境整備のために活用する。

保
健
医
療

高齢者を見守り、子育てをしていくためにも医療環境の整備は重要です。

人が安心して暮らしていくためには、まずは何よりも医療環境の整備充実が大切です。

教
育
美濃加茂市のあたりに高校生が住めるアパートや寮等があると良い。

民
生
福
祉

働く親の支援として、保育園に看護士を常勤させて病時保育・病後児保育の実施が急
務です。

働ける人は休耕地を利用して健康のために働く。
育てた作物は販売や施設で利用する。

利益が上がればそれを配当する。
地元の若い人達の就労の場に繋げる。
自然を生かし、老後の有料老人ホームとして都会からの利用者を募集し楽しく暮らし
てもらう。

老人福祉施設が足りないので、大きな施設を造り、就労の場も確保する。

老人ホームを作ったら、床屋や美容院等には少し企業努力によって料金を安くしても
らい、施設の入居者に利用してもらう。

高齢者が一堂に集って（部屋は個室）、共同生活ができる様な施設があればよい。

高齢者の共同生活場所の確保が必要です。
高齢者の入れる施設を造ったらよい。
高齢者への対応として、グループホーム、介護施設の充実など積極的な取組みが必要
です。

Iターン、Uターンも高齢者にターゲットを絞り、高齢者が住みよい村を目指す。

今、住んでいる人の大半が高齢者なので、その方たちが少しでも不便を感じないよう
な村づくりが必要です。
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園
芸
振
興
会
は
、
村
内
農
産
物
の
利

用
と
消
費
拡
大
を
狙
っ
て
、
十
二
月

十
一
日
は
な
の
き
別
館
調
理
室
で
こ
ん

に
ゃ
く
づ
く
り
講
習
会
を
開
き
ま
し

た
。
講
師
を
務
め
た
の
は
、
栗
本
冨
美

恵
さ
ん
（
柏
本
）
で
、
手
軽
に
で
き
る

ミ
キ
サ
ー
を
使
っ
て
作
る
方
法
と
、
昔

な
が
ら
に
お
ろ
し
金
を
使
っ
て
作
る
二

種
類
の
方
法
で
こ
ん
に
ゃ
く
を
作
り
、

二
十
三
人
の
参
加
者
は
そ
の
味
の
違
い

を
実
感
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、「
作
り
方
の
レ
シ
ピ
が

わ
か
っ
て
良
か
っ
た
。
お
ろ
し
金
を
使

い
、
手
間
暇
か
け
て
作
っ
た
こ
ん
に
ゃ

く
の
美
味
し
さ
が
実
感
で
き
た
。
作
り

方
が
わ
か
っ
た
の
で
、
家
に
帰
っ
て
挑

戦
し
た
い
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
十
二
月
十
四
日
、
保
育
園
で
恒
例
の

お
遊
戯
発
表
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
園
児
全
員
で
の
合
唱
か
ら
始
ま
り
、

ク
ラ
ス
ご
と
に
踊
り
や
劇
を
十
七
演
目

披
露
し
ま
し
た
。
来
場
者
を
前
に
ち
ょ

っ
ぴ
り
緊
張
ぎ
み
の
園
児
た
ち
。
練
習

で
は
大
き
な
声
で
言
え
た
セ
リ
フ
が
小

声
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
元

気
よ
く
精
一
杯
の
発
表
を
行
な
い
ま
し

た
。

　
み
つ
ば
保
育
園
に
通
う
園
児
は
、
未

満
児
を
含
め
て
四
十
五
人
。
子
ど
も
や

孫
の
頑
張
る
姿
を
見
よ
う
と
集
ま
っ
た

保
護
者
や
祖
父
母
は
、
園
児
た
ち
の
か

わ
い
い
演
技
や
踊
り
に
大
き
な
拍
手
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。

　
少
子
高
齢
化
が
進
む
本
村
で
は
、
福

祉
事
業
は
非
常
に
重
要
な
位
置
づ
け
で

す
。
十
一
月
二
十
九
日
、
任
期
満
了
に

よ
り
長
年
地
域
の
相
談
役
と
し
て
活
動

さ
れ
た
民
生
委
員
と
主
任
児
童
委
員
五

名
の
退
任
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
村
長
か
ら
感
謝
状
の
贈
呈
を
受
け
た

後
、
代
表
し
て
安
江
徳
之
さ
ん
（
下
親

田
）
が
、「
多
く
の
方
々
の
力
を
借
り

て
任
期
を
務
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」
と
活
動
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
今
年
か
ら
三
年
間
お
務
め

頂
く
委
員
の
就
任
式
が
行
わ
れ
、
新
任

委
員
五
人
を
含
む
十
二
人
に
厚
生
労
働

大
臣
か
ら
の
委
嘱
状
と
、
岐
阜
県
知
事

か
ら
の
辞
令
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

退
任
さ
れ
た
委
員

【
民
生
委
員
・
児
童
委
員
】

　
安
江
徳
之
（
下
親
田
）
三
期
九
年
間

　
安
江
惠
美
（
日
向
）
三
期
九
年
間

　
山
下
雅
春
（
神
付
）
二
期
六
年
間

　
松
岡
公
男
（
大
明
神
）
二
期
六
年
間

【
主
任
児
童
委
員
】

　
今
井
敬
子
（
陰
地
）
四
期
十
一
年
間

就
任
し
た
委
員

【
民
生
委
員
・
児
童
委
員
】

　
今
井
政
信
（
現
・
大
沢
）

　
安
江
正
孝
（
現
・
陰
地
）

　
桂
川
宗
子
（
現
・
栃
山
）

　
安
江
勲
（
現
・
平
）

　
安
江
永
子
（
現
・
西
洞
）

　
五
十
川
幸
司
（
現
・
久
須
見
）

　
安
江
義
勝
（
新
・
上
親
田
）

　
今
井
久
美
子
（
新
・
曲
坂
）

　
安
江
幸
子
（
新
・
中
谷
）

　
安
江
ひ
と
み
（
新
・
大
明
神
）

【
主
任
児
童
委
員
】

　
古
田
美
佐
子
（
現
・
西
洞
）

　
今
井
美
津
子
（
新
・
柏
本
）※

敬
称
略

　
民
生
委
員
は
児
童
委
員
も
兼
ね
て
い

て
い
ま
す
。地
域
の
子
ど
も
や
妊
産
婦
、

高
齢
者
な
ど
援
助
を
必
要
と
す
る
全
て

の
方
に
助
言
、
援
助
や
行
政
と
の
パ
イ

プ
役
と
し
て
、
ま
た
地
域
で
は
介
護
や

見
守
り
の
相
談
役
と
し
て
誰
も
が
安
心

し
て
住
め
る
村
づ
く
り
を
目
指
し
て
活

動
し
て
頂
き
ま
す
。

こんにゃくづくりの様子

むらの話題

民
生
委
員
退
任
・
就
任
式

手
間
暇
か
け
て

地
域
の
心
強
い
相
談
役

こ
ん
に
ゃ
く
づ
く
り
講
習
会

練
習
の
成
果
を
披
露

み
つ
ば
保
育
園
お
遊
戯
発
表
会

退任する皆さん

元気な歌声を披露
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二
年
に
一
度
開
催
さ
れ
る
は
な
の
き

会
館
ホ
ー
ル
事
業
が
、
十
二
月
十
五
日

村
民
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
と
し
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
出
演
し
た
の
は
神
奈
川
県
逗
子
市
を

拠
点
に
活
動
す
る
「
な
ぎ
さ
ブ
ラ
ス
ゾ

リ
ス
テ
ン
」
の
六
名
で
す
。
メ
ン
バ
ー

そ
れ
ぞ
れ
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
な
ど

で
活
躍
し
て
い
る
日
本
を
代
表
す
る
皆

さ
ん
で
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
デ
ィ
ズ
ニ

ー
の
メ
ド
レ
ー
曲
な
ど
全
十
五
曲
を
演

奏
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
最
終
曲
の
「
ワ
シ
ン
ト
ン
ポ

ス
ト
」
は
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
生
徒
も

一
緒
に
演
奏
し
、
村
内
外
か
ら
来
場
し

た
お
よ
そ
四
百
人
か
ら
盛
ん
な
拍
手
が

送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
住
友
生
命
保
険
相
互
会
社
主
催
「
第

三
十
七
回
こ
ど
も
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」

の
Ｃ
Ｇ
部
門
で
、
村
の
小
学
四
年
生
、

大
坪
巧
く
ん
（
上
親
田
）
の
作
品
「
ぼ

く
の
う
ち
ゅ
う
」
が
銀
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　
十
二
月
十
九
日
に
は
、
同
社
か
ら
関

係
者
四
名
が
小
学
校
を
訪
れ
、
巧
く
ん

に
賞
状
と
記
念
品
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
作
品
は
今
年
一
月
に
東
京
都
の
日
本

科
学
未
来
館
で
、
三
～
四
月
は
フ
ラ
ン

ス
の
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
に
展
示
さ
れ
ま

す
。

　
お
母
さ
ん
の
伸
江
さ
ん
は
「
ハ
ン
デ

ィ
を
持
つ
こ
の
子
が
こ
の
よ
う
な
賞
を

貰
う
の
は
本
当
に
難
し
い
と
思
う
の

で
、
と
て
も
嬉
し
く
、
励
み
に
な
り
ま

し
た
。」
と
話
し
ま
し
た
。

【
岐
阜
県
知
事
表
彰
】

永
年
勤
続
功
労
章

　
副
団
長

・

牧
野
勇
三（
日
向
）

勤
続
功
労
章

　
副
団
長

・

今
井
美
道（
神
付
）

功
労
章

　
分
団
長

・

安
江
太
一（
中
通
）

　
　
　
　
　
　
安
江
太
朗（
加
舎
尾
）

　
　
　
　
　
　
田
口
清
隆（
平
）

【
退
職
消
防
団
員
報
償
】

国 

第
二
号
報
償（
在
職
年
数
十
五
年
以
上
）

在
職
十
八
年

　
元
副
団
長
・
今
井
磨
弘（
大
沢
）

　
元
分
団
長
・
安
江
淳（
日
向
）

在
職
十
五
年

　
元
部
長

・

梅
田
美
孝（
美
濃
加
茂
市
）

　
元
部
長

・

安
江
規（
美
濃
加
茂
市
）

県（
在
職
年
数
十
年
以
上
十
五
年
未
満
）

在
職
十
年

　
元
部
長

・

永
田
弘
二（
下
親
田
）

【
岐
阜
県
消
防
協
会
長
表
彰
】

特
別
感
謝
状

　
　

団
長
　
・
　
安
江
真
博（
陰
地
）

勤
労
章
二
十
年

　
副
団
長

・

牧
野
勇
三（
日
向
）

勤
労
章
十
五
年

　
副
分
団
長
・
土
井
啓
也（
陰
地
）

功
績
章

　
副
分
団
長
・
土
井
啓
也（
陰
地
）

　
副
分
団
長
・
藤
井
貴
広（
大
沢
）

【
加
茂
郡
消
防
協
会
長
表
彰
】

勤
労
章
十
五
年

　
部
長
・
新
田
政
直（
中
通
）、田
口
健
次

（
陰
地
）、古
田
康
二（
平
）

　
班
長
・
今
井
誠
人（
大
沢
）、安
江
剛
郎

（
平
）　

勤
労
章
十
年

　
部
長
・
安
江
啓
志（
西
洞
）

　
団
員
・
今
井
洋
介（
大
沢
）、新
田
昌
伸

（
平
）、
今
井
和
直（
平
）、
村
雲
由
近（
中

通
）、安
江
孝
寛（
日
向
）、松
岡
芳
樹（
大

明
神
）

表
彰
状

　
部
長
・
田
口
紳
一（
神
付
）

　
班
長
・
安
江
賢（
柏
本
）、
村
雲
康
人

（
中
通
）、安
江
昌
弘（
中
谷
）、北
村
朋
晴

（
陰
地
）

　
団
員
・
吉
村
隆
浩（
平
）

【
東
白
川
村
消
防
団
長
表
彰
】

勤
労
章
五
年

　
団
員
・
今
井
章
弘（
柏
本
）、
今
井
健

太
郎（
大
沢
）、
今
井
貴
将（
宮
代
）、
安

江
直
人（
柏
本
）、纐
纈
速
人（
柏
本
）、田

口
侑
助（
平
）、
一
柳
有
輝（
中
通
）、
安

江
源
樹（
日
向
）、村
雲
洋
介（
加
舎
尾
）、

安
江
太
郎（
日
向
）

功
績
章
三
年

　
団
員
・
安
江
昭
仁（
上
親
田
）、
村
雲

洸
佑（
中
谷
）、
安
江
紳（
下
親
田
）、
田

口
貴
規（
陰
地
）、大
坪
哲
也（
下
親
田
）、

今
井
泰
輔（
下
野
）

※
敬
称
略

巧くんと受賞作品

明るい話題をご提供下さい

超
一
流
の
音
色
で
観
客
を
魅
了

村
民
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

二
十
五
年
度 

受
章
者
の
皆
さ
ん

消
防
団
出
初
式

大
坪
巧

た
く
み

く
ん
銀
賞
、
パ
リ
で
展
示

こ
ど
も
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

中学生との共演
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国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

　
　

確
定
申
告
書
が
作
成
可
能

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(

下

記
Ｕ
Ｒ
Ｌ)

の
「
確
定
申
告
書

等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、
金

額
等
を
入
力
す
れ
ば
税
額
な
ど

が
自
動
計
算
さ
れ
る
た
め
、
誤

り
が
少
な
く
ご
自
分
で
確
定
申

告
書
の
作
成
が
出
来
ま
す
。

　
ま
た
、
作
成
し
た
デ
ー
タ
を

利
用
し
て
国
税
電
子
申
告
・
納

税
シ
ス
テ
ム
（
ｅ
︲
Ｔ
ａ
ｘ
）

に
よ
り
確
定
申
告
書
の
提
出
も

行
な
え
ま
す
。

　
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

関
税
務
署
　
個
人
課
税
部
門

℡
０
５
７
５-

２
２-

２
２
３
３

当
日
持
参
す
る
も
の

・
申
告
書
　

・
筆
記
用
具

・
印
鑑
　

・
そ
の
他
必
要
書
類

※
書
類
の
一
例

・
源
泉
徴
収
票

・
生
命
保
険
、
個
人
年
金
、
介

護
医
療
保
険
、
損
害
保
険
な
ど

の
支
払
証
明
書
（
領
収
書
は
不

可
）

・
医
療
費
の
領
収
書
、
通
院
費

の
メ
モ
（
自
家
用
車
不
可
）

・
身
体
障
が
い
者
手
帳

・
家
族
の
仕
送
り
金
の
領
収
書

・
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の
領
収
書

・
農
業
共
済
組
合
明
細
書

・
寄
付
金
領
収
書
　
な
ど

■
問
合
せ
先

村
民
課
税
務
係
（
内
１
３
０
）

村
道
・
黒
川
東
白
川
線
を
認
定

　
十
二
月
の
議
会
定
例
会
に
お

い
て
、
新
大
口
橋
か
ら
黒
川
東

白
川
ト
ン
ネ
ル
内
の
町
村
境
ま

で
の
美
濃
東
部
農
道
が
、
村
道

に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
路
線
名

は
黒
川
東
白
川
線
と
し
、
総
延

長
四
千
七
百
十
一
・
六
㍍
（
ト

ン
ネ
ル
八
百
十
九
㍍
、
橋
梁
四

橋
を
含
む
）
の
村
道
と
し
て
管

理
さ
れ
ま
す
。

︻
東
白
川
村
︼

■
ふ
る
さ
と
思
い
や
り
基
金

金
五
万
円
⋮
匿
名

金
十
五
万
円
⋮
匿
名

金
五
万
円

　
⋮
田
口
康
生（
美
濃
加
茂
市
）

■
ス
ポ
ー
ツ
振
興

金
七
千
八
百
四
十
六
円

⋮
神
土
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ

■
医
療
・
保
健
福
祉
部
門

金
十
万
円
⋮
今
井
健
治（
宮
代
）

金
五
万
円
⋮
匿
名

■
保
育
園

飼
育
ケ
ー
ス
　
十
ケ
ー
ス

　
　
　
⋮
熊
澤
駿
佑
（
日
向
）

︻
社
会
福
祉
協
議
会
︼

金
十
万
円

　
　
⋮
安
江
正
徳
（
下
親
田
）

金
一
万
五
千
円

　
⋮
田
口
康
生（
美
濃
加
茂
市
）

金
一
万
五
百
三
十
二
円

　
　
⋮
商
工
会
女
性
部

飾
り
用
リ
ボ
ン

　
　
⋮
安
江
久
子
（
平
）

石
け
ん
、
寄
せ
植
え
⋮
匿
名

ゆ
ず
⋮
匿
名 

　 

古
切
手
⋮
桂
川
和
子
（
日
向
）

古
切
手
⋮
古
田
三
代
子
（
平
）

古
切
手
⋮
茶
の
里
野
菜
村

古
切
手
⋮
匿
名

御
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

※
敬
称
略

確
定
申
告
相
談
日
程
の
ご
案
内

会
場

　
役
場
一
階
村
民
課
フ
ロ
ア

日
程

　
下
記
表
の
と
お
り

時
間

　
午
前
九
時
～
午
後
四
時

申
告
時
の
留
意
事
項

※
例
年
後
半
に
相
談
が
集
中
し

待
ち
時
間
が
長
く
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
て
し
て
い
ま
す
。
出
来

る
限
り
予
定
日
に
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

※
扶
養
親
族
の
氏
名
生
年
月
日

の
メ
モ
、
収
支
内
訳
書
や
医
療

費
領
収
書
の
積
算
な
ど
事
前
の

準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
円
滑
に
相
談
を
済
ま
せ
て
い

た
だ
く
た
め
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日付 対象地区
2 月 17 日 ( 月 ) 曲坂、栃山

18 日 ( 火 ) 柏本
19 日 ( 水 ) 宮代、下野
20 日 ( 木 ) 大沢、久須見
21 日 ( 金 ) 中谷、加舎尾
24 日 ( 月 ) 日向
25 日 ( 火 )

陰地
26 日 ( 水 )
27 日 ( 木 ) 黒渕
28 日 ( 金 ) 大明神

3 月 03 日 ( 月 ) 中通
4 日 ( 火 ) 上親田
5 日 ( 水 ) 下親田
6 日 ( 木 ) 神付
7 日 ( 金 ) 西洞

10 日 ( 月 )
平、大口11 日 ( 火 )

12 日 ( 水 )
13 日 ( 木 )

申告が済んでない方14 日 ( 金 )
17 日 ( 月 )

http://www.nta.go.jp

黒川東白川線となる区間（黒川東白川トンネル～新大口橋付近）

お
し
ら
せ
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記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制
度
の

　
　
　
　
　
　

対
象
者
が
拡
大

　
平
成
二
十
六
年
一
月
か
ら
は

事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
ま
た

は
山
林
所
得
を
生
ず
べ
き
業
務

を
行
な
う
全
て
の
方
に
つ
い

て
、
記
帳
と
帳
簿
書
類
の
保
存

が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
記
帳
と
帳
簿
書

類
の
保
存
制
度
に
つ
い
て
は
、

所
得
税
の
申
告
が
必
要
な
い
方

も
対
象
と
な
り
ま
す
。
詳
細
は

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
最
寄
り
の
税
務

署
に
お
問
合
せ
下
さ
い
。

■
問
合
せ
先

関
税
務
署
　
個
人
課
税
部
門

℡
０
５
７
５-

２
２-

２
２
３
７

高
齢
者
の
消
費
者
被
害

　
　
　
　

防
止
体
験
を
募
集

応
募
期
限

平
成
二
十
六
年
一
月
三
十
一
日

応
募
資
格

　
県
内
に
在
住
、
在
勤
の
方
な

ら
、
ど
な
た
で
も
応
募
い
た
だ

け
ま
す
。

募
集
内
容

　
地
域
で
見
守
り
活
動
を
し
て

い
る
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

メ
ン
バ
ー
、
民
生
委
員
や
補
助

申
込
み
方
法

　
一
月
三
十
一
日
（
金
）
ま
で

に
、
次
の
問
合
わ
せ
先
に
お
電

話
下
さ
い
。

■
問
合
せ
先

中
濃
保
健
所

　
健
康
増
進
課
保
健
予
防
係

℡
０
５
７
４-

２
５-

３
１
１
１

１
１
０
番
の

　
　
　

正
し
い
利
用
に
つ
い
て

　
毎
年
一
月
十
日
は
「
１
１
０

番
の
日
」
と
し
て
、
１
１
０
番

の
正
し
い
利
用
に
つ
い
て
呼
び

か
け
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
１
１
０
番
は
警
察
へ
の
緊
急

通
報
手
段
と
し
て
事
件
・
事
故

な
ど
の
緊
急
事
態
に
対
応
す

る
、
ま
た
は
対
応
を
必
要
と
す

る
場
合
に
利
用
し
て
い
た
だ
く

も
の
で
す
。

　
そ
の
他
の
緊
急
で
な
い
要
望

や
相
談
な
ど
に
つ
い
て
は
、
各

警
察
署
の
窓
口
や
警
察
安
全
相

談
専
用
電
話
「#

９
１
１
０
」

番
の
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
わ
せ
先

・
加
茂
警
察
署
　

℡
０
５
７
４-

２
５-

０
１
１
０

・
東
白
川
村
駐
在
所

℡
７
８-

２
０
０
４

員
の
皆
さ
ん
が
高
齢
者
の
消
費

者
被
害
の
予
兆
に
気
付
き
、
本

人
や
家
族
と
と
も
に
被
害
を
防

止
、
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
し
た
事

例
や
体
験
談
。

　
送
り
つ
け
商
法
、点
検
商
法
、

次
々
商
法
、
利
殖
商
法
な
ど
の

悪
質
商
法
が
対
象
で
す
。

応
募
用
紙
等

　
様
式
は
問
い
ま
せ
ん（
原
稿

用
紙
、便
せ
ん
、ワ
ー
プ
ロ
書
き

等
）。
二
百
～
四
百
字
程
度（
以

内
）に
ま
と
め
て
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法

　
郵
便
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ

ー
ル
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
体

験
談
に
は
、
応
募
者
氏
名
、
住

所
、
電
話
番
号（
事
業
者
等
で

あ
れ
ば
社
名
、所
在
地
も
追
加
）

を
忘
れ
ず
お
書
き
下
さ
い
。

■
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
先

岐
阜
県
環
境
生
活
部 

県
民
生

活
相
談
セ
ン
タ
ー

〒
５
０
０-

８
３
８
４

岐
阜
市
薮
田
南

　
　
　
　
５
丁
目
１
４-

５
３

℡
０
５
８-

２
７
２-

８
２
０
４ 

０
５
８-

２
７
７-

１
０
０
５

※
募
集
要
項
は
下
記
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。

こ
こ
ろ
の
健
康
講
演
会
を
開
催

　
う
つ
病
は
日
本
人
の
十
五
人

に
一
人
は
経
験
す
る
と
い
う

デ
ー
タ
も
あ
り
、
誰
も
が
か
か

り
う
る
病
気
で
す
。
も
し
か
し

た
ら
自
分
が
、
大
切
な
誰
か
が

か
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
ん
な
と
き
ど
う
す
れ
ば
よ

い
か
、身
近
な
こ
こ
ろ
の
病
気
・

う
つ
病
に
つ
い
て
の
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。

講
師

の
ぞ
み
の
丘
ホ
ス
ピ
タ
ル

　
　   

児
玉 

佳
也
院
長  

日
時

二
月
七
日
（
金
）

午
後
二
時
～
三
時
半

場
所

可
茂
総
合
庁
舎
五
階
大
会
議
室

美
濃
加
茂
市
古
井
町
下
古
井

　
　
　
　
　
２
６
１
０
番
地
１

近
隣
の
休
日
診
療
情
報

日 曜日 加茂医師会 午前９時～午後５時 下呂市立休日診療所

2 日 土屋クリニック ( 美濃加茂市／ 28-5955) ■診療日時
　毎週日曜日・祝日
　午前 9 時～午後 3 時
■所在地
　下呂市森 801-10
　下呂市民会館１階
　℡ 0576-24-1200
※原則として
　内科・小児科の急病患者

9 日 木沢記念病院（美濃加茂市／ 25-2181）

11 火（祝）黒岩内科小児科クリニック（美濃加茂市／ 26-0525）

16 日 太田メディカルクリニック（美濃加茂市／ 26-2220）

23 日 岐阜健康管理センター（美濃加茂市／ 28-8425）

東白川森林組合報告
第 682 共販会（1/7）

ひのき

13cm 以下小丸太
平均単価 /08,300 円
14cm 以上
平均単価 /025,300 円

　高値 /130,000 円

すぎ 平均単価 /012,200 円
　　高値 /033,000 円

赤まつ
平均単価 /009,200 円

　高値 /023,300 円

総取扱量 863 ㎥
総販売高 1,565 万 2千円

2 月

FAX

http://www.pref.gifu.lg.jp/kurashi/shohi-seikatsu/
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1
月
号

H26
・
1
・
15

■
発
行
／
東
白
川
村
役
場
℡
０
５
７
４
（
７
８
）
３
１
１
１

IP
０
５
０
‐
６
０
０
０
‐
７
０
０
０

　
　
　
　

岐
阜
県
加
茂
郡
東
白
川
村
神
土
５
４
８

■
編
集
／
東
白
川
村
広
報
誌
編
集
委
員
会

■
印
刷
／
下
呂
印
刷
株
式
会
社

新
年
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
月
号
で
は
皆
さ
ん
か
ら
頂
い
た
提

案
を
紹
介
し
ま
し
た
。
様
々
な
面
か
ら

村
を
見
つ
め
な
お
し
、
よ
り
良
い
村
の

将
来
を
考
え
て
い
く
資
料
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

　
平
成
二
十
六
年
は
、
消
費
税
引
き
上

げ
等
国
政
や
村
政
に
も
大
き
な
変
化
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
変
化
を
柔
軟
に
受
け
止

め
、
村
が
よ
り
良
い
方
向
へ
向
か
う
事

を
願
っ
て
い
ま
す
。（
Ｈ
）

世帯数 … 874世帯
人　口 … 2,575人
(男1,237人　女1,338人)

転　入 ……  5人
転　出 ……  1人
出　生 ……  0人
死　亡 ……  7人

先月との比較 3人減
昨年との比較 66人減

12月末住民登録人口から

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

 

安
江 

利
行
　
　
九
十
一
歳
（
下
親
田
）

 

村
雲 

恒
雄
　
　
七
十
七
歳
（
西
洞
）

 

小
池 

弘
子
　
　
七
十
六
歳
（
西
洞
）　

 

苅
田 

敏
之
　
　
八
十
八
歳
（
陰
地
）　

 

今
井 

和
　
　
　
八
十
五
歳
（
大
沢
）

 

村
雲 

菊
江
　
　
八
十
七
歳
（
中
通
）

 

安
江 

末
子
　
　
八
十
一
歳
（
大
明
神
）

No.34

※
敬
称
略

ひ
とこ
と

　

短　

歌

ス
ト
ー
ブ
に
煮
豆
煮
て
い
る
窓
の
外

庭
の
木
の
実
に
小
鳥
群
れ
を
り

早
瀬
久
子

多
忙
な
る
日
や
た
ら
と
厚
き
朝
刊
は

広
告
読
み
て
記
事
走
り
読
み

安
江
嘉
子

冷
え
る
朝
独
り
呟
き
待
ち
座
り

車
の
音
聞
き
仕
事
に
励
む

安
江
守
平

通
り
道
何
時
し
か
菊
は
香
り
失
せ

雪
虫
ふ
わ
り
窓
に
舞
う

安
江
一
子

白
い
風
う
け
て
過
ぎ
ゆ
く
ひ
と
世
な
ら

く
ぢ
け
ぬ
「
フ
ァ
イ
ト
」
支
へ
つ
づ
け
て

安
江
と
く
よ

（
平
成
二
十
四
年
発
行　

木
の
実
会
短
編
集

【
第
五
集
か
ら
】
）

・
切
り
餅 

八
切
れ

・
明
太
子 

一
腹

・
海
苔 

全
形
一
枚

・
納
豆 

一
パ
ッ
ク

・
大
葉 

四
枚

・
ネ
ギ 

適
量

・
し
ょ
う
ゆ 

適
量

・
練
り
辛
子 

適
量

①
海
苔
、
明
太
子
は
四
等
分
し
て
お
く
。
納
豆
は
小
口
切
り
に
し
た
ネ
ギ
、
し
ょ
う

ゆ
、
練
り
辛
子
で
味
付
け
し
、
大
葉
は
洗
っ
て
水
気
を
拭
い
て
お
く
。
餅
は
水
に
浸

し
て
お
く
。 

②
水
が
た
っ
ぷ
り
つ
い
た
餅
を
皿
に
載
せ
、
電
子
レ
ン
ジ
で
加
熱
す
る
。

③
餅
が
柔
ら
か
く
な
っ
た
ら
、
レ
ン
ジ
か
ら
取
り
出
し
、
海
苔
と
明
太
子
を
載
せ
包

ん
だ
も
の
と
大
葉
を
敷
き
納
豆
を
載
せ
包
ん
だ
も
の
の
二
種
類
作
る
。 

④
包
ん
だ
餅
を
百
六
十
度
～
百
七
十
度
の
油
で
揚
げ
る
。

⑤
表
面
が
ふ
わ
っ
と
な
っ
た
ら
、
油
か
ら
取
り
出
し
て
出
来
上
が
り
。

・
餅
を
レ
ン
ジ
に
入
れ
る
前
に
し
っ
か
り
水
分
を
つ
け
る
と
、
皿
に
餅
が
く
っ
つ
き

に
く
く
な
り
ま
す
。

・
餅
を
包
む
時
は
油
で
揚
げ
る
時
に
中
身
が
出
な
い
よ
う
に
、
し
っ
か
り
口
を
閉
じ

て
く
だ
さ
い
。

■
材
料
︵
四
人
分
︶

■
作
り
方

■
ポ
イ
ン
ト

平
成
二
十
二
年
一
月
十
一
日
放
送　

レ
シ
ピ
提
供
⋮
安
江
幸
子
さ
ん
︵
黒
渕
︶

お
正
月
に
残
っ
た
お
餅
も
大
変
身

お
餅
の
包
み
揚
げ


